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本馬の特徴

母
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〔1800〜2400m〕

エピファネイアの弟リオンディーズを父に持ち、本馬と3/4同血とな
る兄ロードラスターは３歳２月に阪神芝1600ｍの未勝利戦を１分33
秒８、上がり３Ｆはメンバー中最速の33秒６という好内容で勝ち上
がり。母は他にも２頭のＪＲＡ勝ち馬を出す優秀な繁殖牝馬です。
ロードカナロア産駒の姉兄２頭はいずれもダート1200ｍで勝利して

おり、父の特性を強く出すタイプでしょう。父と母の父の組み合わ
せはラジオNIKKEI賞２着のワールドリバイバルなど７頭がＪＲＡで
勝ち上がり、全て芝で10勝、10勝中５勝が2000ｍ以上という結果
が残っています。母も1800ｍの特別戦勝ちがあるように、本馬も芝
中距離の適性が高そうで、2400ｍもこなせるタイプでしょう。

EPIPHANEIA

AGNES TACHYON
アグネスタキオン（千歳産）

EPIPHANEIA
エピファネイア（安平産）

祖母

  　  　スターコレクション　《産駒6頭：出走4頭：勝馬3頭》
３勝、菅名岳特別（芝1800ｍ）［勝ち距離1600ｍ〜1800ｍ］
エトワールブリエ（15　牝　黒鹿　ロードカナロア）２勝
ケプラー（16　牡　鹿　ロードカナロア）３勝、大山崎特別（D1200m）
ロードラスター（18　牡　青鹿　リオンディーズ）１勝【現】

  　　 　シンコウエトワール

１勝、札幌３歳Ｓ-Ｇ３２着　
ロードダルメシアン（�牡　＊シンコウキング）６勝、福島民報杯 -ＯＰ、函館日刊スポーツ杯、キーンラ

ンドＣ、五色沼特別
ゴールドバニヤン（牝　＊アフリート）１勝、（公）２勝

  曽祖母��　ダイナフラッグ
入着　
ロードフラッグ：�６勝、むらさき賞、いわき特別、江の島特別、関屋記念 -Ｇ３２着、カシオペアＳ-ＯＰ２着、福島テレビオープン-ＯＰ

３着（３回）、巴賞 -ＯＰ３着、富士Ｓ-Ｇ３４着、（障）１勝
シンコウベルデ：４勝、阿寒湖特別、富良野特別
ハギノユメドリーム：２勝
フジダイヤ：入着　
� ダイシンブラック：３勝、境港特別

  四代母��　シャダイフラッグ
出走
ジョーオラトリオ：４勝、中日スポーツ杯、もみじ賞、阪神３歳Ｓ２着　種牡馬
ヒッテングエイト:２勝、クロッカスＳ-ＯＰ、ヒヤシンスＳ-ＯＰ２着　種牡馬
スピードアクセス：１勝　
� スピードアーバン：２勝、津田沼特別
イソナミ：（公）３勝　
� ハイタワー：１勝、クローバー賞 -ＯＰ２着、札幌３歳Ｓ-Ｇ３４着
コーナーフラッグ：出走
� センショウダッシュ：４勝、ノベンバーＳ、津軽海峡特別、パラダイスＳ-ＯＰ３着、（公）10勝
� サーストンフラッグ：出走
� � テイエムサンデー：�８勝、シルクロードＳ-Ｇ３、ＵＨＢ杯 -ＯＰ、新春Ｓ、洛陽Ｓ、大和特別、高瀬川特別　種牡馬
ユーワシャルマン：出走
� エムエフミラクル：１勝、京都３歳Ｓ-ＯＰ３着、（公）２勝
フラッグスターフ：不出走　
� ユーワテイオー：４勝、房総特別、ブラッドストーンＳ-ＯＰ２着、ダイヤモンドＳ-Ｇ３３着、メトロポリタンＳ-ＯＰ３着

●サンデーサイレンス M3×S4　●Hail to Reason S5×M5　●Northern Dancer S5×M5 F10-a

エピファネイア
鹿毛　2010

Symboli Kris S

＊シンボリクリスエス
黒鹿毛　1999

Kris S.

Tee Kay

スペシャルウィーク

＊キロフプリミエール

Roberto
Sharp Queen
Gold Meridian
Tri Argo
＊サンデーサイレンス
キャンペンガール
Sadler's Wells
Querida

シーザリオ
青毛　2002

スターコレクション
青毛　2008

アグネスタキオン
栗毛　1998

＊サンデーサイレンス

アグネスフローラ

＊トニービン

ダイナフラッグ

Halo
Wishing Well
＊ロイヤルスキー
アグネスレディー
＊カンパラ
Severn Bridge
＊ノーザンテースト
シャダイフラッグ

シンコウエトワール
青鹿毛　1994

総額：2,200万円　 　一口出資金：44,000円　　募集：500口

No.15 
牝  黒鹿毛  2020.4.4 生　  入厩予定  栗東・森田直行厩舎　  生産牧場  新ひだか・ケイアイファーム

スターコレクション'20

Star Collection'20

母は芝1800ｍで連勝を決めるなど４歳秋に隆盛期を迎えたものの、
疾病に見舞われて志半ばでリタイア。無事であれば更なる躍進が十
分に可能な素材だったのは間違いありません。繁殖牝馬としても今
までに複数のＪＲＡ勝ち馬を送り込み、どの配合相手を迎えても母の
影響を色濃く受ける傾向。本馬も今までの例に漏れずに人間に従
順で賢く育っており、スピードとパワーを兼ね備えた良駒に映ります。


